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古
言
雑
考
⇔
東
西
南
北
と
左
右
大
野
並日
古　言　雑　考⇔　（大野）
　
基
本
的
な
概
念
を
表
わ
す
単
語
も
、
長
い
年
月
の
間
に
は
別
の
単
語
に
取
っ
て
代
ら
れ
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
が
、
す
で
に
言
語
年
代
学
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
で
は
、
基
本
語
A
が
別
の
単
語
B
に
取
っ
て
代
ら
れ
る
と
い
う
際
に
、
別
の
ど
ん
な
語
B
が
、
そ
の
A
に
取
っ
て
代
る
だ
ろ
う
か
。
と
い
う
よ
う
な
問
題
を
考
え
て
い
る
時
に
、
私
は
一
冊
の
書
物
を
教
え
ら
れ
た
。
．
．
＞
U
8
、
島
o
昌
曽
蔓
o
h
G
Q
色
⑦
2
0
塵
の
望
昌
O
昌
鷲
3
°
・
ぎ
件
ず
⑦
勺
甑
昌
o
首
』
囲
昌
α
o
－
国
ξ
o
℃
⑦
卸
5
卜
曽
昌
σ
q
⊆
僧
σ
q
①
ω
．
、
び
図
○
僧
二
U
簿
『
＝
5
α
q
ピ
d
＝
o
ド
H
O
蔭
O
で
あ
る
。
こ
の
書
物
を
見
る
う
ち
に
、
次
の
こ
と
が
具
体
的
に
分
っ
て
来
た
。
イ
ソ
ド
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
語
族
と
し
て
一
括
さ
れ
て
い
る
諸
言
語
の
中
に
も
、
基
本
的
な
一
つ
の
概
念
に
対
し
て
、
実
に
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
命
名
し
た
別
起
源
の
単
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
そ
の
幅
は
意
外
に
大
き
い
の
み
な
ら
ず
、
一
つ
の
概
念
に
対
す
る
命
名
の
仕
方
に
は
、
そ
の
語
族
だ
け
で
な
く
、
異
な
る
語
族
の
言
語
に
も
共
通
す
る
、
い
わ
ば
人
類
一
般
の
考
え
方
の
反
映
と
も
い
う
べ
き
も
の
が
見
ら
れ
る
こ
と
。
従
っ
て
イ
ン
ド
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
言
語
の
命
名
法
を
見
る
う
ち
に
、
日
本
語
、
乃
至
は
、
近
隣
の
朝
鮮
語
な
ど
の
単
語
の
命
名
法
の
由
来
な
ど
も
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
る
も
の
が
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
の
実
例
を
い
く
つ
か
取
り
あ
げ
て
見
よ
う
と
思
う
。
こ
こ
で
は
東
西
南
北
の
こ
と
を
述
べ
て
み
た
い
。
（
こ
こ
に
引
用
す
る
イ
ン
ド
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
語
は
、
前
掲
書
に
よ
る
他
、
次
の
二
三
の
辞
書
に
拠
っ
た
。
）
一199一
古　言　雑　考⇔　（大野）
．
．
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＜
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．
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．
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＆
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．
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゜
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H
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．
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目
冨
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三
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臼
゜
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巴
望
a
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轟
『
図
o
コ
冨
国
お
房
7
ピ
碧
σ
q
§
σ
Q
o
ご
ξ
＝
°
ρ
ミ
覧
色
゜
H
り
2
（
虞
薦
）
そ
の
一
　
束
r
　
ま
ず
東
と
い
う
単
語
を
取
り
あ
げ
よ
う
。
イ
ン
ド
．
ヨ
ー
ロ
ヴ
パ
語
族
に
韓
諮
よ
そ
三
種
の
起
源
を
持
つ
単
語
が
使
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
は
、
東
を
「
夜
明
け
」
「
朝
」
「
日
の
登
る
方
向
」
の
意
味
の
単
語
で
把
握
す
る
も
の
。
’
そ
の
二
は
「
前
」
「
正
面
」
と
い
う
単
語
で
把
握
す
る
も
の
。
そ
の
三
は
、
風
の
名
で
方
角
を
か
う
も
の
で
あ
る
。
夜
は
暗
闇
で
あ
っ
た
古
代
生
活
に
お
い
て
、
朝
日
の
登
る
こ
と
蒋
垂
む
心
は
切
な
る
も
の
で
あ
。
た
霜
違
な
い
。
「
東
」
ま
う
語
の
著
を
あ
げ
て
み
ょ
う
。
古
代
イ
・
ド
．
ヨ
・
，
巳
パ
語
の
形
を
よ
く
保
存
す
る
と
い
わ
れ
る
リ
ト
ワ
ニ
ヤ
語
で
は
潜
霧
銘
（
夜
が
明
け
る
億
。
）
冴
ン
ス
フ
ツ
ッ
洋
梧
で
鳳
鷹
而
’
7
讐
一
ア
ガ
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ェ
ス
タ
語
で
は
霧
騨
二
（
共
に
太
陽
の
光
が
上
が
る
意
）
。
ギ
リ
シ
ヤ
語
で
は
弩
碧
⊆
o
（
日
の
出
の
意
）
。
ラ
テ
ン
語
で
は
ぎ
゜
。
o
、
の
戯
（
夜
明
け
の
意
）
を
用
い
る
。
太
陽
の
登
る
方
向
が
つ
ま
り
「
東
」
で
あ
る
の
は
極
め
て
自
然
で
あ
る
。
厳
粛
に
朝
の
陽
光
の
登
る
朝
、
人
々
は
そ
の
方
向
に
向
く
。
そ
の
方
向
を
前
面
、
ま
た
は
正
面
と
把
握
す
る
こ
と
も
自
然
で
あ
る
。
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
で
は
東
を
℃
費
く
陣
（
正
面
、
前
面
）
と
も
い
い
、
ま
た
℃
蘇
o
団
（
前
に
向
い
て
、
前
面
に
の
意
か
ら
）
と
い
う
形
も
用
い
る
と
い
う
。
　
こ
れ
は
極
め
て
自
然
で
、
ブ
レ
ト
ン
語
で
碧
ハ
ア
イ
ル
ラ
γ
ド
語
で
臥
『
が
、
「
前
」
の
意
か
ら
東
の
意
に
使
わ
れ
る
の
も
、
こ
の
系
列
に
属
す
る
。
な
を
ラ
テ
ソ
語
で
は
僧
霧
8
『
（
南
風
〉
と
い
う
形
も
用
い
る
と
い
う
。
　
こ
れ
ら
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
日
本
語
ヒ
ガ
シ
の
語
源
は
明
瞭
で
あ
る
。
ヒ
ガ
シ
の
古
形
は
ヒ
ン
ガ
シ
で
あ
り
、
更
に
古
く
は
ヒ
ム
カ
シ
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
聞
7
ヨ
＝
す
虫
の
複
合
で
あ
り
、
「
日
－
向
か
ー
し
」
の
意
で
あ
る
。
「
し
」
は
「
風
」
の
意
で
あ
り
、
同
時
一200一
古言雑考⇔（大野）
に
「
方
向
」
の
意
で
も
あ
る
。
つ
ま
り
ヒ
ム
カ
シ
と
は
、
「
太
陽
に
向
か
う
方
向
」
の
意
で
あ
る
。
　
東
は
ヒ
ム
カ
シ
だ
け
で
な
く
、
ヒ
ノ
タ
テ
と
も
い
っ
た
。
「
…
大
和
の
青
萱
山
は
匝
獲
大
御
門
に
春
山
と
肇
さ
び
立
℃
り
畝
火
の
・
の
瑞
山
は
慰
艦
大
御
門
に
、
瑞
山
と
山
さ
び
い
ま
す
　
零
魔
の
　
青
菅
山
は
・
螢
颪
の
大
御
門
に
．
宜
し
な
べ
　
神
ざ
び
立
て
り
　
各
ぐ
ぱ
し
・
吉
野
の
山
は
　
　
賂
焚
乃
　
大
御
門
ゆ
　
雲
居
に
そ
　
遠
ぐ
あ
り
け
る
…
…
」
〈
万
葉
五
二
〉
　
し
　
　
ボ
　
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
こ
こ
で
は
「
日
経
」
を
ヒ
ノ
タ
テ
と
読
κ
で
い
る
。
ま
た
・
本
朝
月
令
の
引
く
高
橋
氏
文
に
酷
監
欝
離
面
亙
謹
瞬
録
ど
あ
る
・
三
〕
に
い
う
ヒ
ノ
多
は
、
郡
の
綴
」
ど
考
え
ら
れ
る
が
、
タ
テ
と
は
古
く
は
タ
タ
サ
と
も
い
う
語
で
、
万
葉
集
に
次
の
例
が
あ
る
。
、
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
よ
こ
　
　
　
や
つ
二
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“
　
，
　
　
た
た
さ
に
も
か
に
も
横
ざ
も
奴
と
そ
吾
は
あ
り
け
る
主
の
殿
門
に
（
巻
一
八
．
四
一
三
二
）
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
こ
倣
タ
ダ
ザ
の
サ
は
方
向
を
い
う
語
で
・
タ
瓦
が
縦
の
意
味
に
当
る
。
タ
タ
と
は
タ
ッ
（
立
）
ど
い
う
動
詞
の
古
い
名
詞
形
で
あ
る
。
．
タ
ツ
（
立
）
と
は
、
見
え
な
か
っ
た
太
陽
と
か
月
と
か
が
地
平
線
か
ら
現
わ
れ
る
意
で
あ
り
、
ま
た
、
風
な
ど
の
自
然
現
象
が
活
動
を
始
め
る
意
で
あ
る
。
太
陽
・
月
な
ど
の
の
ぼ
る
こ
と
が
即
ち
タ
タ
で
あ
り
、
タ
タ
の
転
が
タ
テ
で
あ
る
。
そ
れ
は
古
形
ア
マ
（
雨
．
天
）
か
ら
ア
ズ
へ
、
サ
カ
（
酒
）
か
ら
サ
ケ
へ
の
変
化
と
同
じ
で
あ
る
。
従
っ
て
ヒ
ー
ノ
ー
タ
テ
と
は
「
日
の
立
て
」
の
意
で
、
太
陽
の
登
る
こ
と
、
方
向
を
意
味
し
て
、
東
を
指
す
こ
と
に
な
る
。
　
こ
の
よ
う
に
見
る
と
、
日
本
書
紀
成
務
五
年
の
、
ヒ
ノ
タ
ツ
シ
と
い
う
語
も
、
　
「
日
の
立
つ
方
向
」
の
意
で
東
を
意
味
す
る
も
の
と
判
断
さ
れ
よ
う
。
一
こ
の
と
こ
ろ
原
文
に
は
次
の
通
り
に
あ
っ
て
、
東
西
を
ヒ
ノ
タ
ツ
シ
と
訓
じ
て
あ
る
が
、
こ
こ
で
東
西
を
ヒ
ノ
タ
ツ
シ
と
し
た
の
は
誤
り
で
、
東
だ
け
が
ヒ
ノ
タ
ツ
シ
に
あ
た
る
も
の
と
思
う
。
　
　
五
年
秋
九
月
、
令
＝
諸
画
一
、
以
國
郡
立
　
造
長
一
、
縣
邑
置
」
稻
置
一
、
．
並
賜
＝
盾
矛
一
、
以
爲
レ
表
。
則
隔
二
山
河
一
、
，
而
分
＝
國
縣
一
、
一201一
（大野）古言雑考⇔
　
　
随
二
肝
阻
一
以
定
二
邑
里
一
。
因
以
嘉
東
西
一
爲
二
日
縦
一
、
南
北
爲
＝
日
横
一
。
山
陽
日
＝
影
面
一
。
山
陰
日
＝
背
面
「
。
是
以
、
百
姓
安
ン
居
、
　
　
天
下
無
レ
事
焉
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
ノ
タ
ツ
ツ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
ノ
ヨ
コ
シ
　
こ
の
「
日
縦
」
に
ト
部
兼
右
本
に
「
比
乃
多
都
志
養
老
」
と
あ
る
。
「
日
横
」
に
は
「
比
乃
与
己
之
」
と
あ
る
。
養
老
と
は
養
老
私
記
に
お
け
る
訓
と
い
う
意
味
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
こ
の
訓
は
極
め
て
古
い
も
の
と
い
え
よ
う
。
ヒ
ノ
タ
ツ
シ
を
以
て
東
西
に
あ
て
る
こ
と
は
、
多
少
の
混
乱
で
あ
る
と
す
る
私
見
は
、
次
項
以
下
で
西
南
北
の
方
位
の
名
称
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
と
な
ろ
う
。
沖
縄
で
東
を
ア
ガ
リ
と
い
う
の
も
、
日
の
あ
が
る
方
向
の
意
で
あ
ろ
う
。
そ
の
二
　
西
　
西
に
つ
い
て
も
イ
ン
ド
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
語
に
は
次
の
よ
う
な
三
種
の
名
づ
け
方
が
あ
る
。
一
つ
は
「
太
陽
の
沈
む
方
向
」
と
把
え
る
名
づ
け
方
。
二
つ
は
「
後
」
と
把
え
る
名
づ
け
方
。
三
つ
は
風
に
よ
る
名
づ
け
方
で
あ
る
。
ギ
リ
シ
ヤ
語
で
は
山
誘
冨
で
「
日
没
」
の
意
で
、
身
o
は
沈
む
と
い
う
動
詞
で
あ
る
と
い
う
。
ラ
テ
ン
語
の
o
o
o
達
α
霧
は
「
落
ち
る
」
意
で
、
や
は
り
太
陽
の
没
す
る
意
で
あ
る
。
サ
ソ
ス
ク
リ
ッ
ト
語
の
箕
9
同
島
チ
ェ
コ
語
な
ど
の
N
9
は
「
後
」
の
意
。
ブ
レ
ト
ン
語
の
閃
o
諺
o
σ
q
は
「
西
風
」
の
意
で
あ
る
。
す
で
に
見
た
よ
う
に
東
は
日
の
登
る
、
前
（
正
面
）
の
方
向
で
あ
る
か
ら
、
西
は
、
日
の
没
す
る
、
後
の
方
向
と
な
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ニ
　
シ
　
日
本
語
の
ニ
シ
は
「
去
方
」
の
約
で
あ
ろ
う
か
ら
、
日
没
の
方
向
の
意
で
あ
り
、
沖
縄
で
イ
リ
（
入
）
と
い
う
の
も
同
じ
意
味
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
先
に
見
た
よ
う
に
万
葉
集
巻
一
、
五
二
で
は
、
西
を
ヒ
ノ
ヨ
コ
と
言
っ
て
い
る
。
ヨ
コ
（
横
）
と
い
う
名
詞
は
、
ヨ
ク
（
避
）
と
い
う
動
詞
の
語
根
で
あ
り
、
ヨ
コ
シ
マ
、
ヨ
コ
ス
（
諜
言
）
ヨ
コ
ナ
マ
ル
・
な
ど
の
語
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
正
し
い
筋
を
よ
け
て
行
く
の
意
を
も
つ
。
つ
ま
り
ヒ
ノ
ヨ
コ
と
は
、
太
陽
が
運
行
の
道
を
は
ず
し
て
去
る
こ
と
で
あ
る
。
ヒ
ノ
ヨ
コ
は
、
日
本
書
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
　
　
ノ
　
　
ヨ
　
　
コ
　
　
シ
紀
成
務
五
年
の
「
日
横
」
に
つ
け
ら
れ
た
古
訓
、
日
乃
与
己
之
の
方
が
恐
ら
く
古
形
で
こ
の
場
合
は
、
ヒ
ノ
ヨ
コ
ー
シ
と
方
向
を
示
す
一202一
シ
と
い
う
接
尾
語
が
つ
い
て
い
る
。
後
に
こ
の
シ
が
脱
落
し
て
ヒ
ノ
ヨ
コ
と
し
て
一
般
化
し
た
も
の
と
覚
し
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
2
）
に
あ
て
た
成
務
五
年
紀
は
、
ヒ
ノ
タ
タ
シ
を
東
西
に
あ
て
た
結
果
が
此
処
に
及
ん
だ
も
の
で
誤
り
と
思
わ
れ
る
。
ヒ
ノ
ヨ
コ
シ
を
南
北
そ
の
三
　
南
古言雑考⇔（大野）
　
南
に
つ
い
て
は
イ
ン
ド
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
語
に
は
四
つ
の
名
づ
け
方
が
見
出
さ
れ
る
。
そ
の
一
は
、
真
書
と
か
太
陽
の
方
向
と
か
す
る
も
の
で
あ
る
。
ゲ
ル
マ
ン
語
で
は
ω
⊆
暮
げ
9
で
、
太
陽
に
向
っ
て
の
意
で
あ
り
、
英
語
の
゜
・
0
9
ず
も
こ
の
系
統
の
語
で
あ
る
と
い
う
。
こ
れ
は
、
南
が
太
陽
の
最
も
強
く
照
り
つ
け
る
方
角
で
あ
る
か
ら
、
真
書
と
か
、
太
陽
の
方
向
の
名
で
こ
れ
を
把
え
る
の
は
自
然
で
あ
る
。
そ
の
二
は
、
正
面
、
前
面
の
意
を
用
い
る
も
の
で
あ
る
。
ア
ヴ
エ
ス
タ
語
で
は
℃
翌
『
〈
餌
で
、
正
面
、
前
に
の
意
を
表
わ
す
。
こ
の
語
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
の
も
母
く
帥
（
正
面
）
と
同
根
で
あ
っ
て
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
で
は
東
を
意
味
し
た
。
そ
れ
が
こ
こ
で
は
南
を
意
味
す
る
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
　
東
を
正
面
と
把
え
る
の
は
朝
の
日
の
出
の
方
向
に
向
く
こ
と
を
、
正
面
、
又
は
前
面
と
す
る
考
え
方
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
日
の
開
始
の
方
角
を
第
一
に
置
く
考
え
で
あ
る
。
し
か
し
、
冬
の
長
い
寒
い
生
活
を
考
え
た
場
合
、
ま
た
、
夏
の
強
い
太
陽
の
照
り
つ
け
を
考
え
た
場
合
、
人
間
が
南
の
方
角
を
正
面
、
ま
た
は
前
面
と
把
え
る
の
も
自
然
で
あ
る
。
　
「
天
子
は
南
面
す
」
と
い
う
の
も
、
北
半
球
の
生
活
と
し
て
は
、
光
を
受
け
る
南
方
に
向
く
の
が
多
幸
多
福
で
あ
る
こ
と
に
根
本
的
な
理
由
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
　
そ
の
三
は
南
を
右
側
と
い
う
単
語
で
把
握
す
る
も
の
で
あ
る
。
ウ
エ
ル
ス
語
で
、
α
o
げ
o
～
α
o
と
い
う
が
、
そ
れ
は
右
の
意
で
あ
る
と
い
う
。
何
故
右
が
南
と
同
源
の
語
で
あ
り
う
る
か
。
そ
れ
は
、
東
を
前
面
、
又
は
正
面
と
し
た
結
果
で
あ
る
。
東
を
正
面
と
す
れ
ぽ
、
右
手
は
南
を
指
す
。
　
そ
の
四
は
、
風
の
名
に
よ
る
命
名
で
あ
る
。
ギ
リ
シ
ヤ
語
の
8
ε
゜
。
（
南
）
と
は
南
風
の
名
、
ラ
テ
ン
語
の
簿
霧
3
『
も
南
風
の
意
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で
あ
る
と
い
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
1
）
　
日
本
語
の
ミ
ナ
ミ
の
語
は
奈
良
時
代
の
手
紙
に
す
で
に
万
葉
仮
名
で
美
奈
美
と
あ
る
。
こ
れ
の
語
源
に
つ
い
て
は
未
詳
で
あ
る
。
南
を
い
う
語
と
し
て
は
、
こ
れ
の
他
に
す
で
に
万
葉
集
五
二
の
長
歌
に
見
た
よ
う
に
カ
ゲ
ト
モ
が
あ
る
。
こ
れ
は
カ
ゲ
（
光
）
ツ
（
の
）
オ
モ
（
面
）
の
つ
ま
っ
た
形
で
あ
る
。
訂
σ
Q
α
ヨ
α
ヨ
O
I
爵
曽
σ
q
窪
α
8
0
光
の
方
向
と
は
、
イ
ン
ド
・
ヨ
ー
ロ
ヅ
パ
諸
語
で
い
う
、
太
陽
の
方
向
、
あ
る
い
は
真
豊
の
類
に
あ
た
る
。
：
沖
縄
で
は
南
を
ず
≦
o
o
と
い
う
。
こ
れ
は
風
に
ま
る
命
名
で
日
本
語
の
蜀
簿
図
o
（
南
風
）
の
転
化
で
あ
る
。
　
古
代
朝
鮮
語
の
音
写
と
し
て
日
本
書
紀
に
ア
リ
ヒ
シ
が
あ
る
。
継
体
紀
二
十
一
年
の
「
南
加
羅
」
に
ア
リ
ヒ
シ
ノ
カ
ラ
の
傍
訓
が
あ
る
。
ア
リ
ヒ
シ
の
ソ
は
方
洞
の
意
の
接
尾
語
で
、
フ
リ
セ
に
つ
い
て
は
、
中
期
朝
鮮
語
の
碧
℃
（
前
）
が
当
る
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
ア
」
七
ツ
は
h
前
の
方
L
の
意
噂
、
古
代
朝
鮮
語
で
は
、
前
面
の
意
で
南
を
把
え
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
古
代
朝
鮮
語
の
音
写
と
し
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
こ
し
た
り
　
あ
ろ
し
た
ウ
は
一
旧
本
書
紀
に
ア
ロ
シ
が
あ
る
。
継
体
紀
六
年
に
「
任
那
国
の
上
移
劇
、
下
移
刑
」
と
あ
る
。
こ
の
ア
ロ
は
碧
鉱
（
下
）
と
同
根
か
吐
思
わ
れ
ゐ
。
こ
れ
忙
っ
い
て
禄
、
北
と
合
せ
て
考
察
す
る
こ
と
と
す
る
。
一204一
そ
の
四
北
　
北
に
つ
い
て
イ
ン
ド
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
語
を
見
る
と
、
そ
の
｝
は
、
．
最
夜
中
と
か
、
冬
と
か
の
意
味
に
よ
る
も
の
が
あ
惹
。
こ
れ
は
南
の
真
甕
乏
か
、
ご
太
陽
の
方
向
と
い
う
も
の
の
逆
で
あ
る
。
ブ
レ
ト
ソ
語
で
ゴ
9
巨
o
ヨ
o
N
、
ボ
ヘ
ミ
ア
語
で
℃
巳
諮
o
o
い
ず
れ
も
最
夜
中
の
意
。
リ
ト
ワ
ニ
ヤ
語
で
は
N
げ
ぎ
芭
で
、
冬
の
意
で
あ
る
。
一
第
二
に
、
背
後
の
意
に
よ
る
も
の
が
あ
る
。
ア
ヴ
エ
ス
タ
語
で
は
9
℃
9
1
×
＄
轟
で
背
後
に
向
く
意
で
あ
る
。
中
国
語
の
文
字
で
あ
る
漢
字
は
、
イ
ン
ド
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
語
と
は
無
関
係
で
あ
る
が
、
北
と
い
う
字
は
、
古
形
が
六
で
、
こ
れ
は
人
が
背
中
合
わ
せ
の
形
で
古言雑考⇔（大野）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
く
づ
き
あ
る
コ
後
世
、
こ
の
下
に
月
を
つ
け
て
「
背
」
…
と
し
た
。
四
北
も
背
も
、
原
義
は
同
℃
で
あ
る
由
で
あ
る
。
　
そ
の
三
は
北
を
左
と
い
う
単
語
で
把
え
る
も
の
で
あ
る
。
ギ
リ
シ
ャ
語
で
は
⇒
窪
8
8
°
。
で
、
・
こ
れ
は
、
低
い
、
劣
っ
た
の
意
で
あ
る
が
、
左
も
意
味
す
る
語
で
あ
っ
た
冶
ウ
ェ
ル
ス
語
の
6
器
山
P
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
語
の
o
籏
は
、
い
ず
れ
も
「
左
」
と
同
じ
で
あ
る
。
左
で
北
を
把
え
る
の
は
、
南
を
右
で
把
え
る
も
の
の
対
で
、
東
を
前
面
、
正
面
と
見
た
場
合
の
当
然
の
結
果
と
い
え
よ
う
。
　
そ
の
四
は
風
に
よ
る
命
名
で
、
ギ
リ
シ
ヤ
語
げ
o
お
蓼
ア
ツ
チ
カ
語
ぴ
o
震
舘
は
北
風
、
・
ラ
テ
ン
語
の
北
、
0
9
霞
ロ
゜
。
は
、
西
北
の
風
の
意
で
あ
る
と
い
う
。
．
ま
た
、
－
ヌ
ラ
ヴ
語
び
ξ
看
ほ
暴
風
の
意
で
あ
る
。
　
そ
の
五
は
上
と
か
、
高
部
の
意
で
北
を
把
え
る
言
語
が
あ
る
。
サ
ン
ク
リ
ッ
ト
語
で
は
9
雷
『
9
、
（
上
部
、
高
位
）
、
＝
岳
島
（
上
向
き
）
・
乱
（
上
）
．
を
数
意
に
用
い
る
・
°
こ
れ
ら
の
こ
と
を
考
え
に
入
れ
て
、
日
本
語
な
ど
で
北
を
表
わ
す
語
の
語
源
を
考
え
て
み
た
い
。
　
　
　
　
　
　
：
・
日
本
語
の
キ
タ
と
は
何
で
あ
る
か
。
’
和
名
抄
や
類
聚
名
義
抄
潅
見
る
乏
、
黒
塩
に
キ
タ
ツ
と
い
う
訓
が
あ
ゐ
。
ま
た
、
B
本
書
紀
欽
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
　
た
　
し
明
二
年
に
は
、
堅
塩
に
岐
多
斯
と
い
う
訓
注
が
あ
る
。
’
こ
れ
は
堅
塩
媛
Z
い
う
人
物
の
「
堅
塩
」
の
訓
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
堅
ま
た
は
黒
に
キ
汐
が
当
り
て
い
る
つ
堅
塩
、
黒
塩
と
は
、
お
そ
ら
く
岩
塩
ま
た
は
、
粗
製
の
塩
で
あ
っ
て
、
°
汚
れ
た
黒
っ
ぽ
い
も
の
’
で
あ
ろ
う
。
之
れ
に
類
す
る
も
の
に
、
キ
タ
ナ
シ
（
汚
）
と
い
う
語
が
あ
る
。
ナ
シ
は
甚
し
い
の
意
の
古
語
で
あ
る
か
ら
、
キ
タ
が
汚
に
あ
た
る
ゆ
し
て
み
る
と
、
熈
。
臼
汚
の
意
の
語
根
キ
タ
が
存
在
し
允
と
考
、
兄
ら
れ
ゐ
が
、
こ
れ
が
キ
タ
「
北
」
の
語
源
な
の
で
は
な
い
か
。
イ
ン
ド
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
語
に
見
ら
れ
る
真
夜
中
の
意
の
「
北
」
と
い
う
語
と
、
こ
れ
は
同
じ
発
想
に
よ
る
「
北
」
の
把
握
で
は
な
い
か
。
す
で
に
見
た
よ
う
に
日
本
語
で
南
を
カ
ゲ
ト
モ
と
す
る
の
は
「
光
の
面
」
と
す
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
キ
タ
が
「
黒
・
汚
・
闇
」
で
把
え
ら
れ
た
と
蝿
る
こ
と
は
自
然
で
あ
ろ
う
。
・
日
本
語
で
北
を
ソ
ト
モ
と
も
い
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
前
掲
、
万
葉
集
五
二
の
歌
に
も
そ
の
例
が
見
え
る
。
こ
れ
は
ソ
（
背
）
ツ
一205一
（大野）　古　言　雑　考⇔
（
連
体
助
詞
）
オ
モ
（
面
）
の
約
で
あ
る
か
ら
（
ω
α
ε
α
ヨ
α
ー
↓
ω
α
a
ヨ
α
）
背
後
の
意
に
よ
る
ア
ヴ
エ
ス
タ
語
の
例
、
ま
た
、
漢
字
の
「
北
」
と
も
発
想
を
一
に
す
る
。
こ
れ
は
南
を
前
、
ま
た
は
正
面
と
す
る
考
え
の
逆
で
あ
る
。
中
期
朝
鮮
語
で
は
北
を
ε
一
と
い
う
。
現
在
で
も
ε
一
と
い
う
地
方
が
あ
る
。
巳
一
は
「
背
」
の
意
で
、
日
本
語
の
ソ
ト
モ
と
同
じ
考
え
方
に
よ
る
命
名
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
こ
し
　
ま
た
古
代
朝
鮮
語
に
は
オ
コ
シ
と
い
う
語
形
が
あ
る
。
前
記
「
上
移
刑
下
移
剛
」
の
上
は
、
北
部
を
意
味
す
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ラ
オ
コ
は
お
そ
ら
く
α
鱒
2
（
肩
）
の
約
っ
た
形
で
、
上
部
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
ア
ロ
シ
の
ア
ロ
（
南
）
が
下
と
い
う
語
で
把
握
さ
れ
た
の
と
一
対
を
な
す
。
　
沖
縄
で
い
う
ニ
シ
（
北
）
は
日
本
語
の
ニ
シ
（
西
）
と
同
源
の
語
で
あ
る
に
相
違
な
い
。
日
本
で
は
ニ
シ
と
は
単
に
西
方
を
指
す
だ
け
で
な
く
、
西
風
を
指
す
こ
と
も
あ
る
。
　
「
大
和
べ
に
ニ
シ
吹
き
上
げ
て
雲
離
れ
」
と
古
事
記
仁
徳
天
皇
段
に
歌
が
あ
る
。
つ
ま
り
ニ
シ
と
は
西
風
も
意
味
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
徳
川
宗
賢
氏
の
意
見
に
よ
る
と
、
こ
の
日
本
の
季
節
風
は
、
沖
縄
で
は
北
風
と
し
て
吹
く
。
従
っ
て
日
本
内
地
の
ニ
シ
が
沖
縄
方
言
で
は
、
北
を
意
味
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
い
う
。
従
う
べ
き
意
見
の
よ
う
に
思
う
。
そ
の
五
　
左
　
日
本
語
ヒ
ダ
リ
の
語
源
に
関
し
て
、
古
言
雑
考
◎
に
お
い
て
、
こ
れ
が
「
一
」
を
意
味
す
る
ヒ
ト
の
母
音
交
替
形
ヒ
タ
と
関
連
す
る
の
で
は
な
い
か
と
の
考
え
を
述
べ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
こ
れ
を
東
西
南
北
の
方
位
と
と
も
に
考
え
る
に
及
ん
で
、
一
つ
の
別
の
見
解
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
未
だ
そ
の
可
否
を
決
し
が
た
い
が
、
一
つ
の
試
案
と
し
て
次
に
記
し
て
お
く
こ
と
と
す
る
。
　
イ
ソ
ド
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
語
の
左
を
表
わ
す
語
を
見
る
と
、
ギ
リ
シ
ャ
語
で
は
昌
〇
二
〇
3
ω
で
、
そ
の
語
源
は
「
低
い
、
劣
っ
た
」
の
音
心
。
ギ
リ
シ
ャ
語
莚
δ
゜
。
”
ラ
テ
ソ
語
ζ
o
〈
ロ
ω
の
語
源
は
「
曲
っ
た
」
の
音
心
。
フ
ラ
ン
ス
語
σ
Q
9
⊆
o
『
⑦
は
「
不
器
用
、
よ
れ
た
」
の
意
を
持
つ
語
。
古
代
英
語
は
゜
。
嵩
昌
o
き
で
「
く
ね
る
」
意
。
中
世
英
語
は
一
⊆
沖
一
⑦
津
で
「
弱
い
」
　
の
意
で
あ
る
。
中
期
朝
鮮
語
一206一
6
古言雑考⇔（大野）
で
は
o
ぎ
づ
愚
犀
で
o
貯
は
、
「
は
ず
れ
た
、
誤
り
」
の
意
。
5
愚
犀
は
方
向
の
意
で
あ
る
。
　
こ
の
よ
う
に
、
「
左
」
が
、
曲
っ
た
と
か
、
弱
い
と
か
、
低
い
、
劣
っ
た
な
ど
の
意
味
の
語
で
把
え
ら
れ
る
に
つ
い
て
は
、
一
つ
は
、
東
を
前
面
．
正
面
と
す
る
考
え
が
根
強
く
あ
る
こ
と
を
知
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
東
を
正
面
と
す
れ
ば
北
は
左
で
あ
り
、
北
が
、
黒
・
汚
の
印
象
で
受
け
取
ら
れ
る
こ
と
は
、
す
で
に
見
た
。
北
・
左
は
太
陽
の
光
り
が
弱
く
劣
っ
て
い
て
、
暗
い
。
南
は
右
で
明
る
く
、
強
く
、
男
性
的
で
あ
る
。
　
そ
の
二
は
、
人
間
の
大
多
数
が
右
利
き
で
、
左
の
手
は
利
か
な
い
。
従
っ
て
左
を
劣
っ
て
い
る
と
す
る
。
こ
の
こ
と
も
、
左
と
、
曲
・
弱
．
不
器
用
・
く
ね
る
な
ど
の
印
象
と
の
結
合
に
関
係
が
あ
ろ
う
。
あ
る
い
は
む
し
ろ
、
こ
れ
が
さ
き
に
見
た
左
の
語
源
と
密
接
な
関
係
を
有
す
る
の
か
と
思
わ
れ
る
。
　
し
か
し
、
実
は
「
左
」
の
語
源
に
関
し
て
は
、
イ
ン
ド
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
語
族
の
中
に
も
別
の
系
列
の
語
が
存
在
す
る
。
　
ギ
リ
シ
ャ
語
の
窪
≦
⇒
＝
目
o
°
・
は
、
「
良
き
名
の
」
あ
る
い
は
「
幸
運
の
」
の
意
で
あ
り
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
の
゜
。
帥
三
轟
P
ラ
テ
ン
語
゜
。
凶
巳
の
8
『
は
、
一
層
有
益
な
、
有
利
な
の
意
で
あ
る
と
い
う
。
ゴ
ー
ト
語
の
ひ
ご
島
は
「
良
い
」
意
、
ラ
テ
ン
語
の
8
ε
゜
。
は
「
安
全
な
」
の
意
、
古
代
ノ
ル
ド
語
く
ぎ
『
古
代
高
地
ゲ
ル
マ
ン
語
三
巳
古
代
英
語
ぞ
言
⑦
は
「
友
人
」
の
意
で
あ
る
と
い
う
。
こ
う
し
た
発
想
が
何
に
基
因
す
る
も
の
で
あ
る
か
は
未
詳
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
右
き
き
を
主
と
し
、
あ
る
い
は
東
を
正
面
と
す
る
観
念
と
は
相
違
す
る
。
そ
し
て
、
古
代
日
本
で
も
ヒ
ダ
リ
は
、
大
切
な
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
日
本
人
は
、
南
を
光
の
方
向
囲
と
把
え
た
し
、
古
代
朝
鮮
で
は
南
を
前
面
の
意
味
で
把
握
し
た
。
も
し
古
代
日
本
人
も
南
を
正
面
、
前
面
と
考
え
た
と
す
る
と
、
東
が
左
に
あ
た
る
。
ヒ
．
ダ
リ
の
り
は
方
向
を
指
示
す
る
接
尾
語
で
あ
り
、
ヒ
は
太
陽
で
あ
る
。
で
は
ヒ
ー
ダ
ー
リ
の
ダ
は
何
か
。
こ
れ
は
イ
ヅ
（
出
）
イ
ダ
ス
（
出
）
と
い
う
動
詞
の
語
根
で
あ
る
と
考
え
う
る
。
イ
ヅ
（
出
）
は
下
二
段
活
用
で
あ
る
が
、
下
二
段
活
用
の
動
詞
の
語
根
の
末
尾
は
a
の
母
音
に
湖
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
私
は
二
十
年
ほ
ど
前
に
、
日
本
語
の
動
詞
活
用
形
の
起
源
に
つ
い
て
論
じ
た
と
き
に
言
及
し
一207一
古言雑考⇔（大野）
た
通
り
で
あ
る
。
　
（
国
語
と
国
文
学
昭
和
二
十
七
年
五
月
号
）
イ
ダ
ス
（
出
）
の
イ
ダ
が
、
そ
の
語
根
を
明
示
し
て
い
る
。
　
し
て
み
る
と
、
ヒ
ダ
リ
と
は
ヒ
（
日
）
イ
ダ
（
出
）
リ
（
方
向
）
の
約
で
あ
る
。
団
躍
α
曽
ユ
ー
巴
審
ユ
つ
ま
り
、
左
と
は
、
南
面
し
た
場
合
の
日
の
出
の
方
向
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
把
握
す
る
場
合
に
は
、
左
は
、
劣
っ
た
、
弱
い
、
曲
っ
た
も
の
と
把
握
さ
れ
ず
、
光
の
登
っ
て
来
る
、
神
秘
的
な
大
切
な
方
向
と
し
て
把
握
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
　
ダ
　
私
は
、
未
だ
、
ヒ
ダ
リ
の
語
源
を
論
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
　
「
日
出
り
」
と
す
る
の
も
有
力
な
一
考
で
あ
る
よ
う
に
思
う
。
ミ
ギ
の
語
源
に
つ
い
て
は
、
な
お
考
慮
中
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
触
れ
な
い
こ
と
と
す
る
。
（
註
、
）
ミ
ナ
ミ
に
つ
い
て
は
大
槻
文
彦
博
士
が
「
鷺
賎
」
と
す
る
説
を
「
大
言
海
」
に
あ
げ
て
い
る
。
・
れ
ξ
い
て
は
、
上
代
特
殊
仮
名
遣
か
ら
　
　
　
　
　
種
々
の
問
題
が
提
出
さ
れ
る
。
皆
（
み
な
）
の
ミ
は
ミ
乙
類
（
血
で
あ
る
の
に
、
正
倉
院
文
書
に
は
「
美
奈
美
」
と
ミ
甲
類
へ
皿
）
の
仮
　
　
　
　
　
名
で
書
い
て
あ
る
。
そ
の
点
に
つ
い
て
種
々
の
解
釈
が
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、
キ
タ
の
語
源
に
つ
い
て
も
す
で
に
「
大
言
海
」
に
言
及
が
　
　
　
　
　
あ
る
。
　
（
註
2
）
　
こ
の
誤
り
が
生
じ
た
主
た
る
原
因
は
、
カ
ゲ
ト
モ
・
ソ
ト
モ
が
南
・
北
に
あ
た
る
こ
と
が
分
ら
ず
に
、
単
に
影
面
、
背
面
と
語
源
的
に
解
　
　
　
　
　
釈
し
た
点
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
本
来
東
を
意
味
す
る
ヒ
ノ
タ
ツ
シ
を
東
西
に
あ
て
、
本
来
西
を
意
味
す
る
ヒ
ノ
ヨ
コ
　
　
　
　
　
シ
を
南
北
に
あ
て
て
、
辻
つ
ま
を
合
わ
せ
る
結
果
を
生
じ
た
。
更
に
湖
れ
ば
書
紀
編
修
の
協
力
者
、
日
本
語
の
よ
く
分
ら
な
い
外
国
人
が
　
　
　
　
　
い
た
こ
と
と
こ
れ
は
関
係
が
あ
る
。
　
　
　
（
本
稿
の
内
容
の
か
な
り
の
部
分
は
昭
和
四
十
七
年
八
月
、
ソ
ウ
ル
に
お
け
る
第
二
回
日
韓
文
化
シ
ソ
ポ
ジ
ウ
ム
で
発
表
し
た
。
そ
の
同
時
通
訳
　
の
た
め
の
草
稿
が
、
執
筆
者
の
知
ら
な
い
う
ち
に
雑
誌
「
韓
」
昭
和
四
十
七
年
九
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
。
そ
れ
は
未
整
理
な
点
も
多
い
の
で
、
本
稿
　
を
以
て
そ
れ
に
代
え
る
こ
と
と
し
た
い
。
）
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